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予習確認プリント 
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・音圧，周波数，音響パワーとは，それぞれどのような意味を持つものですか？ 

 

 

 

 

 

・音の聴感上の３要素とは，どのようなものですか？それぞれの内容も説明してください。 

 

 

 

 

・（音の）レベル表示とは，どのような意味を持つものですか？レベル表示を使うと，どのよう

な利点がありますか？ 

 

 

 

 

 

・点音源，線音源，面音源での音の伝搬（減衰の様子）は，それぞれどのように違いますか？ 

 

 

 

 

 

※予習の段階に比べて，授業を聞き終わった段階では，何がわかりましたか？よくわからなかっ

たところは，どこですか？質問はありませんか？ 
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第 11 回 音の性質（教科書 pp.110〜118） 

 

※おおよそ板書の１面が，配付資料の半ページに相当 

 

◎ 音環境の全体像

０ 今日の内容 
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１ 音をどのように表すか？

（１） 

（２） 

２ 音を物理的に捉える（音源側） 

（１）音圧とは？  

 

 

 

（補足）音波の伝搬の様子 
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（２）音のエネルギーの表し方

2 通過 3

（補足）②と③の関係 
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３ 音を耳で捉える（「聴く」，人間側） 

（０）耳の構造 

（１）音の大きさ

115

（２）音の高さ

（３）音色
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４ ２と３をつなぐレベル表示 

（１）桁（ケタ）で考える 

   10 = 1×10 

  100 = 1×10 

 1000 = 1×10 

10000 = 1×10 

113

101.5

114
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（２）基準にするのは，人間が聴くことができる最小（最弱）の音 

0.000000000001 W/m2 = 10-12 W/m2 

 W/m2 = 102 W/m2

112〜113

 

【教科書の訂正】 

p.113「3-2 音圧レベル」 
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5

 

 

 

 

 

 

 

（３）レベルの合成の際の注意

（補足）教科書 p.114 のレベルの合成を「音圧レベル」で行うと
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５ 音のエネルギーの距離による減衰 

117〜118

（１）点音源 

（２）線音源 

（３）面音源 
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（補足） 点音源での減衰に関する式の展開 

117 118

2

2

𝐿𝐿( = 10 ⋅ log"$ ))
))

* = 10 ⋅ log"$ ) )
"$,'(

*

𝐿𝐿* = 10 ⋅ log"$ /
𝐼𝐼

10+"#0 = 10 ⋅ log"$ 6
𝑊𝑊

4𝜋𝜋𝑟𝑟#
10+"#; = 10 ⋅ log"$ /

𝑊𝑊
10+"# × 4𝜋𝜋𝑟𝑟#0 

= 10 ⋅ log"$ /
𝑊𝑊

10+"#0 + 10 ⋅ log"$ /
1

4𝜋𝜋𝑟𝑟#0 

= 10 ⋅ log"$ /
𝑊𝑊

10+"#0 + {−10 ⋅ log"$4𝜋𝜋 − 10 ⋅ log"$𝑟𝑟#}

𝐿𝐿* ≒ 𝐿𝐿( − 11 − 20 ⋅ log"$𝑟𝑟				(∵ 10 ⋅ log"$4𝜋𝜋 ≒ 10.9921) 

𝐿𝐿*, ≒ 𝐿𝐿( − 11 − 20 ⋅ log"$2𝑟𝑟 = 𝐿𝐿( − 11 − 20 ⋅ log"$𝑟𝑟 − 20 ⋅ log"$2 
= 𝐿𝐿* − 20 ⋅ log"$2 ≒ 𝐿𝐿* − 6				(∵ log"$2 ≒ 0.30103) 

117

注意） 

5-2 教科書 p.117

5-3 教科書 p.117
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【演習問題】下記の問いに答えよ。 

（１）音圧レベルが 60［dB］と 50［dB］の２音を合成したときの音圧レベルを求めよ。 

（２）音圧レベルが 90［dB］，80［dB］ならびに 78［dB］の３音を合成したときの音圧レベルを

求めよ。 

（３）音圧レベルが等しい２音を合成したときの１音に対する音圧レベルの増分を求めよ。 


